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ない．一解ド凛なる気候卑ド広く分布し、し小も療数の多い属倖動云的夜寮推ド藩サ  
環境盛舟能力七ヾ轟い、埠して、こぅし辛植物のみが耐身性の高l｝獲ち分化していろ．  

北ア≠リカ、ユーラシア六経の広大な盈東卑杷威は、わす、か1∂確信と・、の木ドエフて占  
められ、比方針凍樹林やが叔、立していろ・  
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曹と氷のt♯会  

「曾と氷のt幕会」が，昭欄58年1月14日，15日およぴ30日に．札幌市書少年  

科学施主t．日本雪氷学会北海道支部後摸により内儀きれた．氷の薄片製作実習は同科学  

飽の低温実験室内にて，舌の結晶のレプリカ作成は同庵玄関，積雪斬面の■霧は前庭にて  

それぞれ行なわれた．垂加著は8－9名のグループにわかれ，午前または午後に3コーナ  

を廠呑に囲って実習を受けた．参加権穀は129名，内わけは小学5・6年生88名．中  

学生9名，高校生5名，教員9名‥ 父母10名，その他一般8毛であった．講習籍導は．  

科学蕊・高輪■哉，北大低温研・大伴武都美，外塚 信，ヰ本雅之，入川★理，水野悠紀  

子，成瀬靡二が担当した．   

なお，講習会後，科学館によせられた感想文の中から一文を以下に繊戴いたします．  

r℡氷の世界」に参加して  

常磐小6年  花井文恵  

私が一書心に残った実鰯lま，氷の薄片つくりです．キラキラと光るのがとても印象的で  

した．今までは，ただの透明な転体だと思っていたのですが，こんなに美しいものだとは  

見いませんでした．同じ氷でも種類や切り方によって光り方が異なることにtきました．   

曹の結晶では，いろいろ複雑な形がありました．立体的なものもすてきでしたが，どち  

らかと言えば平面でいり組んだ形の方が好きです．暮いたことと言えば，粉のように小き  

なものまでが，大変複雑な形をしていることと，結晶の一つ一つは，透明な色をしている  

ということです．雪は白い色ときめつけていた私にとって，新しい発見でした．モして，  

「結晶の一つ一つは透明なのに，どうして白い色になるのだろう」という趣向が一つでて   

きました．   

最後に積雪斬面ですが，地■にとてもよく似ていました．今までは．雪の斬面に興味も  

なかったのですが，今度から注意して見てみたいと見います．   

今［＝ま楽しい一日でした．またこのような会に垂加したいと見います．  
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